
都市近郊におサるふん尿処理利伺忙関する調奄研究  

その1 東京都における家畜飼養の動向及びふん尿処理利開  

の実感調査  

大橋昭也ノ小林 茂 中山 清 書塚治郎  

井崎金三（農業改良専門校術員）  

1． 調査の目的  

都下の畜産吐昭和55年以降の経済成長に対応し、その規模拡大を基調として、怪営の近代化、  

合理化を通じて意欲的な発展を続けている。しかし反面、都市化の進展ととも把、環境衛生上の   

制約をうけることとな少、とく打こふん兢処理間垣1ま規模拡大の阻害要因として、生産コスト増蒜   

という形で経営を見通し、そのため都市化の進行速度、あるいは経営立地条件のちがい忙より、  

その伸長速度に地域差が生ずる傾向にある。   

そこで、ふん尿処理利用の実態と、使用施設の現状を、地域、姦雄、飼蓉規偉かよび喪用地廊  

積と≡の関連レこかいで知るとともに、かよそ5年後の、飼養規模を中心とする畜産経営の婆につしへ   

ノで＼経営者の意激怒知りヾ今後の高雅行政かよび試験研究遂行．との資料を得る目的をもって木調   

奄を寒梅した‖   

2． 調査方法の概要  

（1）＝調奄事項   

イ 住所、氏名（記入任意）  

口 径皆既況  

飼養家畜頭羽数 倍用地血囁、畜産部門の労働人員  

ハ 5年俊の家畜飼育の動向  

（イ）存 続 奉   

（ロ）飼養規降の意識  

二 家寄附尊に伴う公害の発生状況  

ホ ふん尿の利用と廃褒の実莞   

（イ）利明（原索）の割合  

（ロ）利用の形態  

レ→ 廃棄の形態  

へ ふん屍処理剤瀾慨設の使用状況  
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ト ふん屍処哩施設について   

（イ）設置希望の有無  

回 設F妄苧希望庵設の相頻と樺費  

（2） 調査対象者（求1）  

島喚を除く都下家畜飼養塵家で、牛5頭以上、蕨10頭以＿上、鶏500羽以上のhづれかを   

銅発している頗家を対奴とし、了川栂で適嬉した2、78d戸、これは昭和40年庭東訝都護業   

経営基本調奄把よる統計数値（同規模のもの）ス占79戸の約104倒己′⊂あたる。  

（5） 調査期間‘  

昭和42年7月1日～9月50日   

（4） 調査方法（‘衆2）  

調査表を各地方事務所、市町村を経て調奄農家に配布し、戒硬球墳を任意記入してもらい、  

市町村、各地方事務所を経て回収した。  

（5） 回収結果（表2）   

有効回収数は1．852戸（回収率占d．5肇）と存（た。せお【だごと家でこ麺類以上の家畜を飼   

毒している墟含もあるので膚穫別にみると有対症川㍗軋正午1い7う戸、環d55戸、鶏874戸、  

計2，202戸となっている。  

沃）また、この詞奄を補完するた王㌧：三芋鷹昌．側づ藁の；写洋三き家500戸（各畜躇10□戸）な対   

三；二王ノ⊂して、縫簑改良普及所か‘ト心となり、言ワニ；漬シこよる紬「三伯炊控畠取により、前記調奄窮境に   

叶tじ謂二王吏を行分ったが、この結滞ぺついてはサ」途奇骨する予定ヤある‖  
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乗1． 乳牛5頭、腰10謂、鞠50D羽以上の飼蒋塵家数（昭和40年東京都偉業繹営  

基本調香による）  

市町村名  乳 用牛  肥育慨  鞠  市町村名  乳用 牛    肥育啄  鞠   

三 詔 市   10   5 4   18  八王子市  12 7  89  90   

府 中 市   55   8   5‘  町 田 市   88  4 7  80   

調 布 前   45   10   2 占  日 野 市   9  5  21   

小金♯苗   0   9   5 0  稲 城 町   2 0  4   111   

灘卜 江∴呵   4   0   2  多 牽 町   9  14  17   

東村山・了；f   2 占   14  南多摩部計  】255    159   519   

ー小 平㌻1Fi  う   2 9   2’7  再戸 梅 町   d2  

周 燕1！J   5  2 52    “ 】85  ‖  22i 83 55  

保 谷 市  1  4  9  瑞 穂 町  l  ●●  
●  

15  山  12   ○  障 壁 町   10  2  9  

4 4   55  22  51  1る  61   

立 川．市   5 5   4 5  l25 l  §五日市町   ’9  S  2 ロ   

昭 島 市   8   8   7   2〔l   

国浄幸 市   9．＼  9   
4 5  日の上H村  ‖  15    u              1D  松 原 村  0  

0  0   

国 立 市   9   占   2  奥多蝉町   J  0  4   

≠寸 山 町   5 5、   2 4   占  西多摩郡計  24 5    245 21．d  

大 和 町   4   21   5 占  1真 部 討   82    108 二150   

北多摩郡計  2る5  5 2 5  55 占  

1   

含  蓄十  I84る． ロ    ＝855】1001   
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表2． 調査用紙の配布、回収状況  

区市町村名   匡卜収  ’ ■  ■‾ 

配布 枚数  回収 枚数  回収‡有効 ・ 塞枚数   l司左 回牒奉  同 左 内 訳     庵効 産哀二  複 合 内 訳        妄卜裸   鶏1議姦    牛  牒  旧   

三 璧 市   7［l  50  25  4′  1  5   14  2  27   2 1   

府 中 市   99   47  44  9   口  ‖  51  4  50   2   4   5∴   

調 布 市   79   d4  58   2占   8   18   d   d4   占   5   

′J＼金井市   55  ：2d  24  0  d   14  14   29  Ⅷ  i4   
4   

狙 胃二 町   8   5  5  
5   u ＝  こ  占j l  四   
】  

1郷計  289  172  5鼠5  157  54．さ H   42   17  17（i   d   17   15   

薫村沈上市   59  44  45   】   5一  ‖ 18萱17  5   47   5   3 

小 春 市  59   
54  44  2：   

－5【27  
2   4d   2   

1d   】  f－j 無 市   18   18  
d   4！d   0   1占   d   

0  0   

†一了三 谷 市   20   l  

5   

4   15   2   4   2   

昔 瀬 町  ・28   25  25   皿   8   C   る    51   5   4   ■ざ   

久留十米町   92   90  7d  2（】：  21   15   1d   88   12   15   占   

北ダ単軌i針   27d  242  87．7  209  75．7   4占f 占4  d・8   

51  】242   
19・   27   18   

立 川 右   107   d2  57  2d   
12  2  17   74   9   ‖14   15   

昭 島 市   55   55  48  8  5  r 卜50  7  5d  l  5  5，  7   
艮分寺市   4D   50  25  4   9  此   5d   4   9 9   

国 立 市   2D   1占  1占  9   

5  】 
1   5   2ロ   5   5：   

手寸 山 町   7〔i   51  49  55   2   2  ′1D   d2   9   d    8 
大 和 町   72   ‘5  45  51 151 1999 5   51   

0   d   d   

1醜郎計  5占2  27さ  】7ム0  240  Edd．5   87   4日55  54  5□1   2る   45   4‘   

北多摩都喜†  927  d89  l74．5  dOd  る5．5  175  128  2bl  1〔〉2  719   51   87   7ブ   

＿・「R－   





調 査 結 果   

（1） 5年後の家畜飼育の動向   

イ  畜産農家の存続率（図1、表5）  

現在の畜産農家が5年後も家畜を飼育し、経営を続けるかどうかについてみると牛飼育隆  

家では95．4肇が経営を続け、ついで鴇飼育農家の8臥5肇、琢飼育饅履の870喀の頒と．  

在ってお守、全体では8鼠5多のものが経営を続ける意向をもってりて、畜醍経営を止やる  

とするものは僅かに72多の159戸であった。  

なあ、硬骨を痛ける意向をもっている塵家のなかで、他県に膚乾する意向のあるものが全  

塵家の1，2喀にあたる27戸あり、牛飼育童家では8戸（牛飼帝染家の1．2喀）、原綿背葦   

家で披9戸（同機1．4解）、鶏飼育韓で10戸（i司様1．1帝）となっている。  

これを地域別にみると表5のとおりであって、牛及び啄の飼育喋家では、北多摩都南部、   

頭部及び西多摩郡が存確軍馬く、鶏飼育塵家では北多蟹郡西部、南多摩郡及び西多嘩郡が高  

く怒っている。   



図1 畜産農家の存続審  
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表5  畜應農家の存続惑  
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5年後の経常指向（図2、表4）   

維曽を続ける絶家1．970戸について、5年後の附番頭敦の動向をみると、全体では5管5  

帝のものが現状の飼普規模を続けるとし、55．る解が銅器規嘩増を、5．6留が飼養規模減の  

意向億示している（図2）。これを畜産別にみると、牛飼育塵家では「頭数をふやす」もの  

が51．5喀「塊状のまま」のものが45．占粥、「頭数をへらす」あるいは億志襲示のないも  

のが2．り解となって封少、大部与〉の鹿家が横側勺‡そ牛の飼育を続けてゆこうとする意向を示  

している。をか、地域別で怯（表4）、酉多怒郡が規模拡大の意向を示す塵家が多く、244  

戸中約70解の1占9戸と孜ってぉり将来の展開が期待される。また、近い将来家畜の飼育  

だ箋家がなくなるだろうといわれている甚如忙かいても、飼育規模を減らすと意志表示したも  

のはなく、飼育規模の横棒的夜拡大はみられないが現在地で査親牛の飼育を続けてゆこうと  

する意向を法っきり示している。他の地域については約半数強の章家は「現状のまま」で澄  

僧を続けてゆくが、夜お煙額拡大な指向するもの玖5d、49褒と、かを鋸寒い割合を示  

Lている。   

誤聞哲漂家で紙r感歎をふやす」ものが52．1肇「現状のまま」のものが占1．8肇、「頭  

空相：へらす＿もの、あるいは高志表示の貴いものがd．1解とをってかわ（図2）、全体の傾  

向とLて現状の周簡規填で経常を続ける意向の摸家が半数以上を占めてはいるが、た針鼠慨   

所懐をふやし経営規模を拡大してゆこうとする慮向の綾家がかなりあることを示している。  

地城別にみる．と（表4）、比較的小規模経営の多h雨多撃都、西多摩では規僚拡大を指向す  

るものが約40喀と多く、比較的掛野規模の大きい韓家の多い北多摩郡、区部では現状の飼  

懇親額で経営を続けようとする蒔家がd9～79帝と大部分を占めている。   

鵜飼育種家ゼ」た、「羽歎をふやす」ものが24．占葬「現状のまま」のものが占8．d額「胡  

散をへらす」あるいは意志表示の充いものがd．8霧となって封り全体として現状の詞確規模  

で経営を続けエうとする農家の割合が牛、確忙比し高くなってhる。これは調査時点がニ1  

－カブスル病による損害を受けた直後であク、いづれの鞠飼育薦家でも飼華胡散を手びかえ  

ていた時期であることを考慮する必蛋があろう。ただ地域別に見ると、現状維持の緒向の中  

でもi南多賛郡、頗多摩都では「羽敦をふやす」意向のある環家が55顔料エぴ50多と、  

他の地域に比して高く、緯営を阻害する諸条件を屈服して、なお経営を横碓的た展開してゆ  

こうとする意向がうかがわれる。   

北多摩郡、区部陀あっては、現状維持を指向する塵家が74～89‘あと走って封り、飼育規  

模拡大の意向はゃや、茨打ちの顧向に怒っている。  

－84－・   



園2  5年倹の経営指向・  
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5年後に見込まれる飼育規模   

（イ） 現在の飼育親模と・【5年後の飼育規模 ＝  

つぎた飼育規模階層別に5年後の家畜飼華の傾向をみると（表5－1、5－2）、牛飼   

育農家では、全体の傾向として規模拡大の意向を示しているが、なかでも8～9頭、10   

－14頭飼育倍宿にそ？意向が強く、■それぞれの†馴継準の∽－4久578鋸機種的に飼   

育規模拡大を指向している。そしてこれらの倍届は衷5－2に示すよう把、5年後陀は、   

一階級ヒを、即ち8－9所階層枚1ロー14頭階層を、10－14満場庸は15～29頭   

階層を考えているものが多い。また、他の満場についても、約45弼～48肇の擾家が飼   

育或‡史の増加を・考えており、5年磯の節育規模として占ト7頭の階膚ではコ将層上の10   

－14頭飼育規柏を考えているものが多く、5頭以下の階層では、一柳良上の占－7礪陀  

瑚塘しようとするものと、一連忙1D～14頚飾育規模忙急増しようとするものとの二つ  

の考え方佗わかれでいる。  

‘ 啄飼育粒家では規模転大儀欲あ嶺も聴い醸躇射ま、2eO～299頗藤層のd5．7喀で、つ   

いで1［川－199頭の4乙1帝となってかり主菜緩・碧から専業もしくは企業的経償への指  

向を強く示している。以下て1－49虎、10ジ〔l以下、≡5ロー99！禿の飼育軌感の偵で、   

50口頭以上の大規模飼育では現状維持が74喀とやや多くなっている。規模拡大を指向   

する墳家の5年填の飼尊甥惧は各階～磨とも一階層上を考えているものが澱も多い（衣5－  

1、5－2㌔  

鋳鋼育埠家では全体として、すで打と述へたように現状維持の幌向にあるが、その中にあ  

って、規模拡大食欲の最も強ぃ脚i雪は500日～4999 羽飼育階層の5d．2勿で、ついで  

1000～1†”9軋 200Dナー29サケ羽、50日C廟以上の飼育階層の娼庚なってぉりこぅ0P   

甲以下の楷層では副次的色熟購いためか、現状推鱒うミ72・4帝とやや多くをっているr）   

規模拡大を指向する殺家の5年後の銅管規模は條と同様、各卸感とも－■笹層上を考えてい   

るものが萬も多り（表5－1、5－2）  

以上調査埠家の意向から、5年儀の飼育規模別の段家顆の分布を闊膏時点と比較してみ   

る 

規塀を漸増し夜がらなお畜産経営を展開してゆこうとする厨司を示している。  

，l  
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衆5－1 飼育規模別5年後の家畜飼養の意向   



5 年 愛 の 簡 奇 規 頃  

ふ．・や す  現状のま ま  ■…不‾′丁■  明’   

戸一 致  叩  戸  数  喀   戸  数  肇   

ぺ■‥■ら■ す  

戸  廠  解   

55戸  4J占．1  57戸  48．d   戸   4戸   5．5   

‾ 
4 2   4 7 る  40  45．d  5  5▲4  5  5．4  

52  55  58．4  1．2  

111   78  40．d  5  1．d  

7（～   89  52．△  2  tl  2  1．1  

17   4I72  18   50，ロ  2．7   

5 5 5   51．5  29 5   d5．d   8   1．．2  11   1．7   

5 4   27 5  12 5   d5，1   15   7 d   4三   2．口   

d 5   55．0  12 ロ   d2．8   5   2．d   5   1．d   

17   25．4  4 d   占う．占   2   5．D   2   5．0   

24  47．1  48＿9  2．0  2．0   

14  d5．7   5ム5  

5   17  74．0   4．5   

177   52．1  5 41   占1．8  2 4   ．4，5  10   1＿ 8   

4 5   17．D  18 5   72．4  15   5．9  12  4．  

54   24．0  159  70．7  5．5  

5〔】   101  占4．7   5  ．2  

20   29 8  4 5   d71   2   2．9   

17   うd．2  2 d   55．5   4   8．5   

る   2る．1  15   る5．5   4．5   4．5  

19 D   24．d  5 2 9   る8．d  ， 5 9   5．1  15   1．7   

ーB9－   



表5－2  5年後の飼育規模  

占 ～ 7  8 一－ 9  1ロ・、14  

戸  数  碑  戸  数  こ 名  戸  数  痴  戸  災  喀   

5環以 下   51  d7 2   8  1D，5   5  5．9   9  11．8  

6-7 5  4 D  4き．4   、7．  8．8  52  

牛  2 9  5，5ノ7  57   

10、■14  2  1＝・0■  ．1．  ∴ち‘  55．2  

15・－29  2   

u  

5口以＿上  

．計   5 d  8．6   5 0  7 7   4．ロ  ；d・1  1．80  2鼠8  

5年後の  5 0′－ 9；9  10〔トー199  
現在 規模  
の規嘆■   戸  数：  飾  戸  数  肇  戸  数    戸 ヒ 放  隼   

2一  

－9〔1－   



15・し 2 9  5 D 以上  不  明  討   

戸   数   帝■・．  戸   箸k   葬   戸   数   解   戸   艶   帝   

1．5   4   5．5   ・7占   10 ロ   

5  ．5．4  5   5．4   88   10 0   

19  22∴8  1．2  8d  

84  45・7  5  1．d  192  10口  

1苧D   771■  55   2□．7  2  1．1  169   1〔】D  

5 5  9乙 5   
2．7   5 d   10 ロ   

・2 S フ   5∂．≠   7 5   11．2   ‥1．7   d 4 7  ．10 0   

20〔巨－299  5 0 0以．ヒ  不  明  計   

戸   数   覇   戸   数   例   戸   数   多   戸   敢   虜   

4   2．0   198   10 0  

2   1．0  2  1．D  5   1．占   191   10 D   

1．5  －2   5．0   ‘7   10 0   

15   2q 4  8  5．9  ．1  2．0  51  1DO  

14   65，7   8  5d．5  22  1DO  

2 2   95．5  25  1口0  

52   5、7  55   ム5   10  1＿8  552  100   

50ロ0・－4999  5000以＿ヒ  不  明  計   

戸   歎   肇   戸   数   肇   戸   数   帝   戸   数   喀   

12  4．7  255  1ロ0  

4   1．8   0，4  225  100   

d   5．8   4   2．占  15d   10 D   

17   25．4   ‘  8．9  d7  1DO  

t  

29   d■’1．8   14  298  47  1（】0  

4．5   21   91．4   ロ  4・5  25  1DO  

5 7   ス   4も   5・9   

l  

15   1．7   771   10 0   

－91・－   



囲5  飼育規模磨き家戸数の割合の比較  

喀・‥  

現 在  5年後  現 在  5年後  現 在  5年鐘  

牛飼育農家  味原育ち琴家  鶏飼育廃家  

（ロ） 壌用地面積と家畜飼育中意向  

調査殿家の左尊用地†由損規模別に家畜飼育の傾向をみると、牛師育籍象では、50a以上  

の線用地をもっでいるj塔層が糧骨存続三富高く（糞7）、また規模拡大の意欲も報い。即ち   

2〇口a以上の階ノ宙では全塵家が椎骨を存続し、しかも規模拡大を指向するものがd□．7   

肇もある。ついで川口－2DO孔の階層では94・2勿力凝営を続け、与のうち58ノ畠▲褒のも   

のが規模拡大を指向し、同じく50－1ロOa の哨層では、92，5吼声エぴ4，貸1帝．上なぅ   

ている。このよう忙牛飼育贋針こかhl〔は、土地基盤との密議た鯛孫がうかがわれる。5   

年後の酎各階家の大多難ま現在と同t笑こうロa以上の憺召環家であって、」拍．7肇忙あた．り、   

その節背規惧は各階層とも10頭以＿上が施半ゾニ：（■を占めている（衷8）（，とくに200a以   
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上の閣個では10頭塗Lヒの飼育規隣の環家が94肇を占め、ついで1DO－？00aでは78．4  

笛、5D－・10ロ泳では71．5痴となっている。しかし染地を所有しない階層でも15頭以  

上の飼等親梼が7？．5肇も占めていることは、都市専業磯革の継続意欲の対ハことをあら  

わして封り、都市草案の特徴がみられる。  

啄飼育塵家では50－1りOaの酢￥如こ経営存続寒が高いが、ぷ換拡大の意欲は、この【頑迷が  

明確でない。即ち100－200aの噛ノ由で91．1燐が経営を存続し、ついで50～1ロ0几で  

は87、9射場営を緩けるが、規横拡大を矧句する脚劃せ200a比上の42．㌃多、≡D  

～50！8の40、S痴が比確約聞く、各蘭′鰯柳て間者な差がみられず、土地避難との結びつ  

きが比較的弱いことをホしている（ペ7）。5年俊の飼聴埠家の大多数は現在と偲ぼ同様、  

50a以上の膳囁壊家セぁって772錫を占めている。飼育規模は塵用地面横の大小とと  

く（′こ強い腐係があるとはいえずi各腫腐とも50琉以下の飼蓉規模養家が過半数を占打つ‾  

ぃるt、う査お200所以上の飼育塵家が囁用地廟横200a以▼との㈲削⊂2占．？肇申る反軋  

農地を宿したい欄柳⊂も55．5喫もみられることは、階庖両極分化の過纏ゾ（‾ある渦状から  

みて、都市近郊凍傭の特色がうかがえる（表8）。  

鶏車両粒家では5Da未満かよぴ50－5ロaの朋を除いてとく陀存疲奉机軍略拡大  

の倭嘩は2D Oa以上の牒打身か揉、お低いほかは各各席㈲即）差はあまりみられなり。即ち  

200a以上の惜J磨で95・7‘あが種薯を存喝し、次いで輔地をもたない階層で92－5喀  

50～100巧かよぴ1ワ0～2DO几の酢席で8鼠5肇の存続を希望している（表7）。5年  

虜トi璃背嚢家の喝半数のd5．5喀が50a以上のl軌捌てあるが、その舜垣根墳は㌍地を持   

た至高掛磨を拾いて、1叩0羽以下が遇喪ぞ柁占めて㌢り、2000濱似＿上の多現数飼  

育農琴は22▲5甥となっている。頂と■句じように鞠育規幣と鋸地血横とに昼とくに観い   

：対係力亨あると吐いえず、むしろ農地を持た烹い傭八尋が1000ヰ小豆’Fの飼育入∵指向するも  

告が金偏庵浜中でもっとも少く（44．4喀）。逆忙20ロ0羽似上を相好ナるもPが、全  

席層の中でもっとも高く（55－9（洛）、巻鶏の土地糸鋸との結び？きの棉璃な必中一端を  

示している（表8）。  

（2） 公害の発生状況  

公害の発生状況をみると、全休では45多のものが、家畜を飼育していて、礫鳩衛生＿ヒ苦情   

をうけたり、こキったりしていると答えている。これを地域別佗みると、西多摩郡の50喀を   

政商に、責多断じ4る喀、北多摩都西部44肇、区部41喀、北多嘩郡北う阻58勿、北多摩郡   

南部5d喀と孜って札カ、都市化の進んだ地域が低率であることは慮外咋感ぜら．れる。しかし  

－9 4－   



これは現在まで畜産経営を存続Lていることから考えて、それ友りの立地条件を具えた、経営   

だけが残っているためとみられる。また西多摩郁、南多喫郡で傷避であるのは、無秩序な市街   

地化現象が、その一成匿牒ンていると考えられる。   

これを畜種別Kみると、條の50解が高くついで、牛の45多、鶏の42喀となっている。   

（表9）  

また、飼世親模別忙みると、概ね、その規模が大きくたるに従って、公害の発生率が高くな   

っているが（表10）操用地廊礫別で技その傾向が、必ずしも著明では愈かった。（表11）  

公害の内訳では、臭気の41弱が鮭も多く、ついで か、はえ畢衛生昆虫の52．1肇、不潔   

感の15＿9肇、なき声による矯普79喀と遣ってかゎ、地下水汚染ヤ粒業彼等托それぞれ2．4   

肇、1．0帝と低かった。  

（5） ■ふん策の利用と廃兼の冥態  

イ  利用と廃棄の割恰   

．ふん尿の利用と廃棄の割合は、全休では、7A．4肇が利用すると答えている。これを地域  

別忙みると、北多摩都南部⊥同頭部地区の82感台を最高とし、．座多摩刹75肇、北多摩郡   

北部71ウ拓、南多嘩郡d9与落となっておわ、区部のる2摩が茂使であった。  

これを畜種別にみると、牛ふん尿の利用者は79肇、ついで堺ふんの7．4飾であり、腐ふ   

ん尿の利用者が最も少缶くd8褒と桑っている。（衷12）  

このよう忙、比標的韓地忙殺元利絹される寒が高いが、これを開発規模別にみると、牛で   

は5〇弼以上の50肇、確で2DO剰 

横倦ほどその利用者が少なくな〔てぉり、肇堵衛隼の廊から簡辺住民把与える影準の多いこ  

とがうかがえる。  

尭か、印では、5000羽以＿ヒ階層の利用者60悌オ礪雄と売っているが、他の考椎と比   

べて、比捌勺低層問の蓋が小さい。（表15）  

また、壌局地廊格別にみると、．牛、琢では嘩用地血棟の多い樺常ほど、その利11弓者が多く   

なっているが、渇止っいては、この時向力知らかではをい。（表14）   

ロ  利用の形態  一  

畜馴jでは、牛のふん尿は、生のま郎巴科として還元するdO．7射場も多く、ついで堆   
肥の5占・9酵とをちそおり、琢ふん尿で比、堆肥の4エ1多生めままの5鼠‾9笹の偵とをり、   

鶏ふんでは、乾燥肥料として、版売分腐する形が40．d帝と多く、ついで、生のまま5え占   

褒、堆肥の198碑の備になっている。  

をか、地峻別には、都市化の著しい地域ほど、生で利絹する形が少ない。（表15）  

－9 5－   



表7  倍増地面積墳頗別5年後の家畜飼蓉の動向  

区  】  
弓  5 年 後 の 家 畜 飼 育  

調査堤家                現地で  
廊 や め る   不  明  

つづける  

戸 数  ヰ   戸 数  肇  戸 数  ヰ  戸数  褒  戸数  多   ゝ分 産横  
o  19  （2．7）100  14  75．7  4  

5 〇 a 末端  45  （占．2）100  58  88．4  5  11一占  

SD・㌧ 5〔）a  48  （d．9）10D  42  87二4  

「‾  2   

2 つ O a以上  55  （4．7）1口0  51  94．0  2  占．0  

28   1DU －｝2〔＝］辻  51［  （44．9）1ロD  285  91．5  9  2．9  12   う．9 4．ロ  △ 18  1．9 2．d                     百l  d95  （1Cロ）1ロ0  占2日  9ロ．る  19  2．8  t  0  皿  （1．7）10D  7  d5．8  2  18、1  2  18．1   
5  d．占   

5C・－ 50a  71  （11．1）1口D  55  775  2  2．8  10  14．ロ  4  5．7  

頚   

10D一－2DOa  225  （55．2）1〔）8  201  9〔〕．2  2  D．9  17  7d  5  

2 0 D al・史上  51  （4．8）100  25  80＿7  口  5，2  5  1く；．1  

テ   18   



5 年 後 の 飼 育 規 模  
5年後も家畜飼育  

をつづける墳家  ふやす   現状のませ   へ ら す   不  明   

戸数   酵   戸 難   舜   戸 敬   肇   戸 数   解   戸．牧   喀   

18  （2．7）100   d  55．5   10  55．d   2  1．1．1   

58  （5．8）10□   1占  42．1   21  55．5  2．d   

44  （占，8）100   12  27．2   29  dD．0  2   4．5  2．5   

222  （54・5）1p0  109  4管1  105  47二2   
5  1．4   

5   2，5   

292  （45．5）1DO  170  58．5  117  40．0   5  1．0  2  0．7  

55  （5・1）100【  2（】  dO．7   15  5鼠5   

j   d47  （100）1DO  555  51．5  294  45．る   8  1．2  1．7  

9  （1，d）100   5  55．5   占  dd．7   

占0  （川．8）1ロ0   15  25，0   44  7S．4   

57  （10．5）10□   25  40．5   51  54二4   ロ  1．d   1．7  

197  （55．占）1口D   d2  51．4  125  dS．5   9   4．ム   0．5   

2ロ5  （5乙0）10D   占5  51．0  12∩  59．2   12  5．9  8  5．9  

2（；  （4，7）10口   42．5   15  57二7   

552  （1DO）100  177  ろ2，1  541  dl．8   2Jl  4．5  10  1．8  

118  （15．う）1〔）0   28  25．7   79  d70   1J   8．5   ロ，8   る2  （8．0）100  1∠1  22．5   
45  d鼠5   

72  70，占   4   d．4   口  1．d  
287  （57．4）1t】D   7d  2d．4  191  るd．d   12   4．2   8   2．8   

18口  （25＿5）10D   45  25．8  12d  70．0   10  5．占  0．d  

22  （2，8）10D   4  18．1   18  81．9   

771  （100）100  198  2孔占  529  d8．7   59  5．1   15  1．占  
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衆8  5年後の飼育規模  

5 0 札 束満  5 4  28．9  5 5  28．0  24  20＿4  12  10＿1  

鞠   

5D～100  9 9  54．5  7 5  25．5  4 5  15．7  5 2  11＿ 2  

10〔】－2 DO  7 7  42．8  4 4  2乙9  2 2  12．5   8  ん4  

200－以 上  11  5□．1   5  22．8   2  1D＿0   4．5  

筈十   248  52．5  20 4  2d，4  151  1占．9  7 2  管 5  



：15～29  5 0以」二  不  明  計   

数   舜   戸 徽   解   戸 数   頭   戸 数   帝   

5   2エ 8  8   44，5   2   11．・1   18   10 0   （ 2／7）   

15   54．5   d   15．8   2．る   5 8   10〔】   （‘5．8）   

8   18・≡2   17   1．占，0   2．2   4 4   10 D   （  占．8）   

5   2．2   2 2 2   1Dロ   （54．A）   7 占   

54」5   
2 5   1口・4  

121   4▲1・；5   ，、2d   9 □   2   D．占   29 2   10 0   （45．2）   

1争  午2・5   鼠1  5 5   1口0   
（  5．二1）   

2 5 7  5d＿9   7 5  11．2   11   1．7  d4 7   10 0  （＝．D）   
2〔10～2 99  ▲ SOO以＿上  不  明  淫十   

戸 判   ：虜プ   戸「草k   喀   ‘戸 数   解   戸 難   ー肇   

11．1   2   ？2．2   9   1DO   （ 1J占う   

5   5．0   d   jo．0  ム 0   10 0   （10．8）   

5   5．2   2   ■ S．5  t 7  5 7   10〔〕   （10．：4）   

15   ＆5   二4二5  口   0．5   197   10 0   （5言ナ）■‘   

9．   4．≡4   †2  5．9  ．8   5．9   2 0 5   10 0   （5d．8）   

5   11．．5   4   5．4  d   100   （  4．7）   

52／  、5．－7   ′◆，55   d■5   1．8  552   100  （100）   

5ロ0〔1－′4999  5000以上  不・  明  計   

戸 釈   喀   戸 セ   ヰ   戸 数   肇   戸 製   帝   

9   14了5   占■  ■■ 9 7   1．d  ー d2   1DD‾‖  （■．・丈う▲9・）   

9；   7 占   5   4．2   0．8   118   10〔〕   （15．4）   

9．  ：8、8   4   5．9  2   1．9   10 2   10【I   （15．2）   

14  9   ’：ヨ d   5、5  ’8   2．・7   2㌻87   10 ロ   （575）   

1■5   r8．9   ；72   自．・も   15t）  ；1〔〕0   （25．4）   

4．5   2   1〔】．0  22－  10 0   （  2，8）   

Ⅶ こ＿＿5．7．   ス．5   4ふ   ．5．9  ＿．－，．l．5．＿  ‖1．7  7．71＿    し1．ロq＿）．         ．1』」L＿  



衷9   地域別公害発当三の状況  

畜  
地  域   を  レヽ  あ  る   

樟  

全  域   5 7 7戸  54．5痴  51d戸  45．5褒  

区  部   12   44．4  15  55．占  

北多陛都南蘭   29   占0．5  19  5鼠5  

牛  〝  北部   4 4   占㌃7・  21  52．5  

〃  西部   58   51．4  55 ■   48．る  

南 多 摩J郎   102   54．9  84・  45．1  

西 多 摩 郡   15 2   52．0  122  4：8．0   

全  域   512   49・1  525  50．9  

区  部   18   54．‘d  15  45．4  

北多廓離韓潤  19   51．4  18－  ＝48．る  

甥  北部   5 6   dl．d  55  58，4  

〝 i頚部   4 9   5占．4  58  45．d  

南 多 せ郡   44   4 2．5  dO  57 7  

西 多 摩 郡   12d   44．5  157  5 

全  域  、こ50d   579  5（～8  4－2．1  

区  部   5 D   d98  15  5ロ．2  

北多撃都南部   占 5   d鼠 5  2 ∈i  50，7  

鶏  北部   5 0   58．2  5 d  41．8  

〝  西部   dl   ‘□＿4  4 □  59 占  

南 多 摩 郡   14 8   5d．5  ‥5   ム5・7  

西 多 摩 郡   154   55．2  15d  4d．8   

全  域  119 5   54．5  1007  45．7  

∠ゝ．  部   d O   58．5  ’45  41＿7  

北多摩都南部   111   65．1  d 5  5ム9  

〝  北部   15 0   占2．0  9 2  58．D  

〝  西部   1d8   55．9  155  44．1  

計  55．2  2 59  4d．8  

西 多 摩 郡   12   4鼠 8  415  50．2  



公・‘ ’，－‾‘…■   

害  の  内 訳   

臭  気  か・はえ  典薬彼等  飲水被害  不 登感  左 き 声  そ の他   

5免5喀  51．1多   2．2帝  4．る舜  5．5解   0．9多   

54．7  2乙7  4．5 －  15．d   4．5  

4白．0   2D，0  2 0．0   12．G   

54．■5   25．0  1くi．d   ・1   

55．5   41．7  2．4   14．d   d．0   

41．7   50＿ D  占．亨  5．d   15．8  1．る   0．8  

54．占   50．5   1，1   d．d   20．0   dl   1．1   

45．□   5 0．4   0．d  1．る  15．d  9 0   1．8  

dl．8   15．5  7 る   15．5   

45．1   20，占  15．7   20．d‘   

4エ 5   22．占  1＿8  15，8   11二 5   1．8  

41．5   5 5．5  1．9  9 8   15．7   

45．5   51．5  2．4   鼠d   鼠 占   5∴る  

40．8   55．1  0＿8  2＿0   15．7   5．d   2．0   

42．2   54．5   0．5  1．5  12、、2   8．9   0．d  

44．5   55．5  11．．1   11．1   

4a7  21．d  10．8  1虞9  

5ス5  8．5  

42．d  5占＿5  1D＿る  90   1．5  

41．4   5よ7  1．0  1十ニ  1、1．8   8．1   

58．5   55．9   0．4   2．5   15．8・  乙7   1＿2  

41．占 ＝ち・1   1．0  2．4  15．9   ヱ 9   ーイ．1   

5S．9   24．5  ス 2   12，d  1．8  

50．8   1え5  14．2   †ス 5   

52．d   2ヱ 4  口．8  9 d   ，療－8   0＿畠二  

4Z 5   57 る  1．5  12．0   9・  ．D．5   

41．8   55．5  ．2．5  2．8   12．0   d．4   1．0   

58．■2‘  “王2．7  d・テ   i－4   1占．9   6. 5 1．5   
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衣1亡  飼華規模別公害発生状況  
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表11 農用地l面積規模別公害発生状況  

50a・、50n  
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表12  ふん尿の地域別利用と廃棄の割合  

調  香  利 用 す る  判 倉  
地  域  柁  

麒家敬             40弼～占D褒   
dO～■80  80切以上   計   

全  域   d95戸   4．4多  11．5多  d5．7多   7鼠d囲  

区  部   2 7  48．皇   48．2  

北多準那南部   48  2．0  2き．9  50．2   75．1  

牛  〝  北部   d 5   d．2   10．7   dO．1   77 0  

〝   薗部   115   8．8   12．5   d5．0   8占．1  

殖 多 牽 都   18占   4．8   11．8   5∈∋．4   75．0  

西 多 摩 部   2 5 4   2．7   10▼2   7 2．4   85．5   

全     域  d5 5   8．9   8．9  50＿d   d8．4  

区  部   5 5   15．1   d．0   18．1   5R2  

北多帝郡南部   5 7   8．1   5．4   占4．9   78・q  

曙  北部   91   9 8   10．9   42．5   d5．0  

′′  頭部   8 7   91   8．D   る5．占   80．7  

句 多 摩 雛   10 4   1る．5   11＿5   5d．9   占4．7  

西 多 幣 郡   2 95   5．5   8．4   5d．4   70．1   

全  域   8 7 4   d．8   8．5  592  7 4．5  

区  部   4 5   88＿5  88．5  

北多摩郡覇郵   91   5＿4  スd  75．2  88・2  

鶏  5．8   8．1   dl．8・   ，75．7  

5．9   8．9   d4．d  7R 4  

91   乙 d   50．D   dd．7  

d．8   10．5   55．5   72．d   

今  壊  22 ロ2   占．7   鼠 5   58．2   74．4  

区  部   10 5   4．8   1，9   55．5   d2．2  

北多攣郡南部   17 d   5．1   11．5   dる．5   82．7  

～「  ニ  〝   北部   242   ス 4   9 9   5・9   71．2  

〝   西部   5 01   7 9   チ 9．   占4．5・   82＿5  

南 多 摩 郡   555   鼠 0   鼠 7   5 0．4   d91  

幽 多 摩 郡   82 7   5，0   鼠 占   dl．8   75．占   

〔注〕割合は調査莫家政を1日■Dとしたもの  

－10d－   



ナ  て  る  制  △  
不  明   

4【）肇～6口碑  d D一～8【  80多以 ＿ヒ   計   

1．7解   5．4頭   乙0錫  12．1喀   8．5夢   

5，7  74  55．5   44．4   7 4  

18．7   18．7   d．2  

4．d  4．d  鼠 2   18．4   4．d  

0．8   d．1   d．9   エ ロ  

1．d  d．9   5．5   15．8   11．2   

1．9   1．9   2．7   d．5   8．2   

1．7   7 2   1A2   25．1   8．5   

5．0   5．0   59 フ   45．7   15．1   

2，7   2，7   10．8   1d．2   5．4   

5．2   9 8   2□．8   55．8   5．2   

1．1   5．7   5．4   10．5   91   

0．9   5．7   18．2   24．8   10，5   

1．4   臥4   11．5   21．1   8．8   

1．1  4．2  8．D   15．5   12．4  

4．占   4．d   d．9  

乙2  5．2   る．4   5．4  

5．4  父 5   12．7   11．d   

D．9  4．9  ス9   1う、7   ‘．9   

1．1   ヱ 2   12．1   20．云   12．9   

1．0   5．4   5．8   10．2   17 2   

1．4   4．8   9 4   10．0  ．25．d  

1．9   2．9   25．5   R ． 5乙8   

D．5   2．2   R O   5、る   1エ 5   

5・ 4，9   15．6   d．占．＿．  川ト2＆．8 一．一＿   

D．d   5．d   5，9   7 占   1エア・   

1．2   占．8   11．0   

1．4   4．7   d．7   11．9  50．9        11．d  24．4  



衷15  ふん炭の畜種別利用と隋棋の封や   

〔託〕割合は網奄農家数を100としたもの  

1「？－－   
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讃14  ふん尿の操用地規模別利用と廃盤の実態   

〔庄〕割合は調奄塵家歌を10Dとしたもの  

ー110一   
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ハ  博楽の形態  

廃塵する場合に、大部分を業者に依碩している率は、陳の11．7弱が濃萄で、牛は占．9感  

熱はd．4飾と浸っているが、地域的忙は、醤多撃郡の啄ふん尿のうb，2喀 牛ふん尿の15．7  

虜北多摩都頭部の鶏ふん14．2解毒にみられるように、づヒ同処理場設のある地域に高くな  

ろてしへる。  

原発の形をみると、牛ふん尿ヤは、散布、浸透の24．4解を痕跡て以‾ト山野（′〔すてる。jll、  

下水に流す。野ずみ、埋没するの順になっている。  

凍ふん尿では、埋没と撒布登薫匡24・日額な最高に、山野にすてる、jll、下7k卜こ流す．，紆   

ずみの題と売ってお1㌧群ふんでは咤攻、l彗」野にすてる。野ずみがほぼ同率であった。  

逢お地域的には、区部では、山望禦′こすてる。が夜く、また、野ずみや憮布、獲適が少食い   

反感、川、下水に流す、が高率である。（責1d）  

（4） ふん駄払理利用施設の使用状況  

ふん巌処理砥設を僅阜fjLている刊さ症、すC二）5占．占承、埼45．1肇、鞠11．09昌の憾であり、   

このうち尻癖の4父7解が最も多く、その大魚分サ利明地殻で、処遇庵般は、僅か忙18，4ヲ昌  

にすぎ左い．．（衣17）  

このこと注、未だ幼名の良し、浄化処理場設がリiヨ発されてい夜いこと亡・て爛超するものと考えら   

九るので普及件のある浄化隠設の銅ラ畠が望まれる。   

名相別忙みると、午ではバキュームカー、碩では浄化そう、得では乾燥機が多く條われてい   

る （表18－19）  

なお、これらの浄化処理及び利用鴫設で、処理されているふん屈の■朝倉は、午ふん屏で江、   

80係長しと処理するものが71・2弼、一電ふん尿で55．8喀、印ふんて㍉占5・5痴とをっている。  

（衷2D）  
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表1占  萄碓別使棄の形鱒  

帯   大都分を白琴父  大部分を 業  山   野   忙  川、  下 水   
地  域  種  徳共何で処分   者 に た の む  す   て   る  に   流   す   

全  域   95．1解   d．9覇   ・15．4帝  14．4解  

区  部   8d．9   15．1  占5．ロ  

北多摩郡南部   95．4   る．d  鼠 2  

牛  北部   10D．ロ  7占  5フこ 8  

函如   92．4  乙‘  2．7   5．4  

燕 多 摩 齢   99 4   0．る   1鼠1   10．d  

87 5   15．7   28，9   さ 5   

蕗 多 摩 都            l  域   88．5   11．7   15．8  11．9  

l  

t  匡．  部   9d．7   5．5  ろェ0  

北冬季郡南部   100，0  5．8  7占  

曙   北部   1DO、0  1∠1．2   54．5  

〝  簡部   100．0  1［l．5   10＿5  

南．多 撃 郡   100．0  19ニ ロ   る．0  

蘭 多 幣 郡   d98  SD12  1d．d   2．5   

今 甥  95．占  d．4  25，2  1．1  

区 部  100＿0  

北多摩耶南部  92．0  8．0  14．2  

鞘  北■邦  10ロ．0  1，d  

〝西部  85，8  14、2  16．d  

南 多 嘩 郡   4．8   27 4  

西 多 摩 郡   95．2             10［）．0  2R 5  1．7  



堤菜用水  
埋没す る  ㍍ずみ  ‖ 撒布浸透  憮  却  不  明   

陀流す   す  

．1．5努  1．9喀  15．8多  

0．2房  14j－1珍 25こ8  

14．5勿  24．4痴  

5．0  5．0  

4．d  18．4  1d＿1  51．0  る．9  15．8  

15：2   1 1■9   5 2．d   1．9  5．B  

・．2．7  22．2   19 4   59．5  8．1  

2．1  15，4   10．．9   21．1  1．2                         21．占  
左5   52．5   24＿5   1．5   

2．D，   

0＿5  
24．8・   10．4   24．8   1．4   1【）∴占   

I 

ろ・d  55．5  ’ ‘’  ・5．5  5．3  

5．8  22．9   十二；；：  15．5  

20．0   5＿7  22．8  2▼喜8ぅ・  

一＝2   24．4   20．d  … 172  
l  r  

1て0  1．0   22，0   7 0   2アニ 0  1．0  1占．0   

2．5  52．2   15・4   25，0   2．5   5．9   

25．8 24．7 5＿占  0，5  ∴十∴  

100，口 
」  l  

14．2 55．8 】  55．8  

9。，8  1．。  

41．8， 25．0  1＆d  

1鼠占  19d  2．7．  0．9  2R 8  

2鼠5  54．占 I 5．1  



表17  畜種ふん尿処理利用施設の使用状況  



メタンガス   t痘酵飼料  ノミ睾ユーム  尿  スプリン  尿  掬  
脱水機  その他   

発 生 槽  製造機  ナ   ≠  偲布車  クラー  1槽式  2槽式  5糟式   

1d7  2  

8  5  

15  4  2  

5  18  5  

51   8  2d   7   4   

2 d   8  2   4   5  

10 4  19  7 5  5 0   4   8   

5  2  4  55  る  4  d  

5  5  4  5  

5  5  

12  5  27  る  

5  25   5   2  

5  9   2  2   5  

5   25  2  6 占  14   9   2   

8  

5  

l  

【  
4  

5   2   12  2 2 2  4 5   d  5 2 0  1D 7  5 2  21   

0．5  0．2   1．2  22．9  4．4  0．占  55．4  11．0 5．5   2．1   
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表1B  飼養規模別ふん取払埋利用施設の使用状況  

苗  メクン  
飼 養 規 供  使用せず  乾燥機  焼却機   ガJス  
稚  位相して しへる   好気性 浄化槽  嫌気件 浄化槽  発生機   

5 頭 以 下  d4萱 70．5     297  1戸  戸  戸   戸  

占～ 7  4  

8・｝ 9   4  

牛  14  

d5．1  5  9   2   

5 0 頭以〝上   8  21，1  50  ラ8．9  2   5   

計（平均）  二 う01  45．4  592  5d．d  5  5 7   4  2■   1、  

10－啓以下  雲155  る8．9  7D  51．1  占   5  

1う～ 4 9  141  占1．占  88  1D  口  
＼   

45   

豚  5  

200へ■299  
2  

5（）0さ薫以ヒ   
ロ 5 7  

計（平均）    5占．う  274  45．1   5 2   5  5   2  

50 0羽i二1下  284  98．る  4  1＋」  l  5  

501一－ 999  241  91，占  22  8．4  2 0  

1，00〔トー1．999  144  8（〕．4  55  19こ5  5 2  1，  

鶏  15．  

l  12  

5，000羽以と  15  d5．2  8  54、8  8  

甲（平均）  77，8  ・・8チ0  96・  一・11、□  8 8  

△  計「   弓1， 】  占5．4  7d2  54．る  12  d9  書95   5   5   2  



疲銅  尿  スブリ／  
料製造－  その他  不 明   計  
機   カ  ー   1傭式  2 槽式   

戸   5戸   柑   1声   戸   21戸   1．戸   戸   う戸   戸   52戸  

15  4   2 5   8   4  dl  

18  5  21   10   2  d O  

5  8  占 0   15   4   2  16 4  

2  2 2   

ー ノー   
5  5 d  

14   

2  14  

5   

8  
1∴＝  98・，  

12   l222  4 5   占   52n  1b7  5 2   2  璽  9．d9  



表19  塵用地虚構規模別ふん庚処理利用地設の慣用状況  

畜  使用して  メタン′‘  
殿絹地東棟   使 用せ ず  乾燥機  焼却機   ガス  
稚  レヽ  る   浄化槽   発生槽   

0  7 5（～．8   12 d5．2   

5 0 a 未満   2d dO．5   17 5究5  5   

1攻▲ヒ  未沸  18 5エ5   50 d2．5  5   2   

50a一－50a  

牛  5 D一－1DO   104 45．5  1Sd 5占．7   2   11  

10 0・－20 0   155 42．9  177 5ヱ1   18  

2 0 0 a以上   15 三相4   20 占0．d   

計（平均）   501 45．4  592 5‘，d   5   5 7   4   2   

0   5 45．5   占 54．5  

5【〕a 未満   4D 52．d   5d 474  7  

以＿ヒ  未満  
49 69. O 22 う1．D  2  

50a～50a  

蔓乗  5 0・、・1［0   129 5ス8   94 42．2   5   15   5  2   I  

10 D・－2 00   125 55．2  1DO 4ん8   4   8  

2 0 0a以上   15 48．4   1占 51．d  

計（平均）   5d1 5占．9  274．45－1   7   う 2   5   5   2   

0′   4d 占8＿7   21 51．5  19  

5 8 a 未満   114 82．0   25 18．0  2 5  

以．上 兼渦  
50a．～5Da   

114 91．2   11  8．8  15  

魯  5，0・－1DO   287 90．D   52 10＿0  2 4  

10〔）～20 0   19占 9ヱ4   5   2．占  5  

2 0 0 a■以ヒ   21 91. 333 2   8．7  2  

計（平均）   778 8鼠0   9d ll．D  88  

どゝ  計  1，440   7■d2   12   d9   9 5   J5   ー■ 5   2  



適飼  玩  スプリン  尿 櫓  
和製遷  
嘩   カ   チャー   散水車   グラー   その他  不 明   

討  

4  d   4   2  2【）  

4  8   2   5  22  

1こ  2   1占   5  2  42  

81  8  占d   5 0   7   d  19 2  

82  21  7d   1d   d   d  22 7  

9  15   5   5 D  

1占 7  5 7   2   18 5   d O   19   14  555  

2  2   2   2   9   

2   5  14   7   占   4 5   

2   5  1□   5   5  29  

21  2  4（ら   10   12   11占  

15  2   5d   2 5   8  118  

9  7   2   2  21   

4   5 5  d   4   15 5   4 7   5 5   占  558   

2  21   

2 7  

15   

5  29  

d  

2   

8  9 8   

12   22 2  4 5   d   5 2 D   10 7   5   21  9 d9   
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（5） 処理施設を作る計画  

イ  処．哩施設の設帝王希望  

処理施設の設慣希望をみると、全体で25．8喀のものが作る希望をもって封り、牛では区   

部の44．5喀、南多寧郡の50・1珍、豚では、北多傘郡南部の55・1喀、朋ヒ部5二2・5解と   

南多蝉郡の51．7鍵が高く、鴇では、区部の59d帝と酎多壊郡52．7与あに散繹希望が多い。  

また、これら処理場設の設髄形態は、個人で設了裡を希望するもの52．1解と戒も多く、つ  

．いで、組合等共同施設を希望するもの24．5序、公共処理エ8解の腰とたっている。   

（衷21）  

なぁ、飼蕃規模別忙設置希望をみると、午では15－29ガの規挽で56．d肇と高いが、  

豚では、49頑以下の小規模経営者に、鶏では1．999与1以‾ドのもの‡′〔それぞれ丁希ぎ圭が多い。  

また、農用地慮穂別にみると、牛では、亜種の少桑折倍適に多いが、順、碍では、5D a  

～2DO aまでの階層（て設掛希望者か多かったい  

口  設置希望の施設の種類と経資  

設置を希望している施設妓、牛、豚では浄イヒ千彗がそれぞれ42．占痴、ら▲4．2肇と最も多く、  

鞠では乾燥機のdd．2頭が多・かったが、その間黍寒が・甘言咤彗く、また璃設忙投資出来る緻  

や運転繕堂についても回答率が低いことは、未だ督及烏のある浄化鳩詣のないことの一端を  

示しているものと考えられる。  
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責21 処聖施設の設置希望  

番  作 る f汁 何 が な い  鳩J竺だ施設  

地  域 
碩  を作りたい    ⇒写束帯佐をやめる  自家利用できる  華道境がよい   

全  域   ろ．d蕗   4ス1褒   2，5   27 7悌  

区  部   1d．日．   11‥1   5，7  44．5  

北多二攣都南諦   4．1   dD．7  27「0  

牛  北部   7 d   45．る  d．占  2（；．占  

＼〟、 西部   占．5   47．e   0．9   27 4  

南 多 摩 郡   1D．2   5年．9   2．d   5 0．1  

遁 多 撃 都   2．4   5Jl．9   t 9   25．1   

n   

全  域   12．う   57 ∈   － 5．9  2る．5  

区  邦   21．2   21．2   92  24、2  

北多博昭南部   日1．D   く占．コ  55．1  

畷  〝  北部   1鼠 7   2ヲ15  10．占  52．5  

西部   15．2   45．5  ．2．2   1鼠 8  

南 多 彗 鵜   1鼠 2   22．1   8．d   51．7  

西 多 摩 都   7 ロ   44．8   5．5   24．5   

全  域 ？2   5エ d   7 7   24．0  

区  部   15．9   18、d   鼠 5   18．d  

北妻＝蟹耶嘩漕   19 7   59 9   ス d   19 7  

鶏  〝  北部   1d．2   51．4   11．d   1占，2  

〝  西部   11．7   55．8   7 9   2ス 7  

南 多 車 郡   d．ロ   28．4   d．D   2d．9  

J巧 多 嘩那   5．1   45．5   乙 5   24．4  

総  計   父 5   4［】．8   4．9   25．8   

〔庄〕割合はそれぞれ計を100としたもの  
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処 理 施 設 の 設 程 形 購  
不  明   11  

人  組■合導共ー司  公共処理  不  明   個  討   

1d．5肇   ム95戸   54．2褒   2る．D肇  占．8肇   15．口頭  192戸   

25．9   2 7   占占．7  55．5  12   

8・   48   4d．5  5（〕＿7  25．D  15   

15．る．   d5▲ 11．7  17   
I   

17．占   115   d4．d   9 d  25．8  51   

18．2   1日 6   占n．9   19 d  5．5・  1くS．0   5d   

15．7   2 54   う4．5   47 8   1〔】．9   7 5   d4   

1？2   

d 55  l  49二4   

2ろ．2  8，9   18．5   1（～8   

2 ∠1．2   12．5   12．5   8   

10．8   5 5  75．D           5 7  dl．8  7d  7.6 25．0   15   

7．占   91   70444 18，5  11．1   2 7   

19 5   8 7   d占．8   1d．占  1d＿占   18   

18．4   10 4   d O．7   15．1  24．2   5 5   

20．4   2 85   2d、口   5d．4  18．8  18．8   d 9   

21．5   8 7 4   5 1. 9 24，5   8．1   15．7  210   

59 d   4 5   75．0   12．5   12．5  8   

15．1   91   55．5   58．2   95  1鼠D  18   

4．占   8 d   78．7   14．2  ヱ1   14   

18．9   1二1   dO．9   21．4  5．5  14．2   28   

52．7   2‘5   57 9   15．4   2．8   25．9   71   

17 5   2 9 D   58．5   52．5   15．4   14，D   71   

1鼠 2   2．202  52．1   24．5   え 8   15．d   5 7 0   
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む一す び  

以上調査結果を区部おエび各地方専務所単位でまとめ、その場嚢を述べたのであるが、調奄牒   

紙作成の段倍で若干の不備な点もあり、かつ労力、時間の制約尊もあって、なお検討不充分な点   

もあり、璃を素冬ろにあ亘っていささか心残りの感がするものである。しかし、都市化し、経営の  

巌閑に岨眉となる葛件が薮多く出ている環境の中で、大多数の経営主が碩極的忙」痩営を発展させ  

てゆこうとする意向をもっていることを灯り、かつ畜健公普といわれている家畜粂尿処理の実態  

を貴家の例から判り得たことは、我々の架線遂行の上で極めて東尾を経廟であったと考えている。  

今後機会を樽てさらに碗討を〃口え、実態をより明らか托すると共に、その餐料がいささかでも実   

弾の発掛′〔寄与できるようにつとめてゆきたい。  
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